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矢作川と豊田市 
～“水と緑の産業都市”とよた ～ 
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１．豊田市の位置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．豊田市の概要 
・市制施行：昭和２６（１９５１）年 
・総 人 口：４１０，２７６人（平成１７年７月１日現在） 
・市域面積：９１８．４７ｋｍ2（県土の約１８％で最大） 
・森林面積：約６３０ｋｍ2（市域の約７割） 

・合  併：平成１７年４月１日（６町村を編入合併） 
・一般会計：１，５４３億円（平成１７年度当初予算） 
・主な産業：自動車産業、農業 
      （製造品出荷額等(H15) ９兆６，３００万円） 
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○豊田市の土地利用 
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３．矢作川と流域の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○矢作川 

・河川延長：約 117km 

・流域面積：約 1,830km２ 

・流域人口：約 1４0 万人 

 

○矢作ダム 

・昭和 46 年完成の多目的ダム 

・洪水調整、発電、水道用水、工業用水、農業用水 

・豊田市の上水道は約 78％を矢作ダムの水に依存 

豊田市

豊田市の市域

矢作ダム

標高 

1,908ｍ

「矢作川」（国土交通省中部地方整備局豊橋河川事務所発行）を基に作成
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○矢作ダムの利水状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○河川利用率（矢作川の水は酷使されている） 

矢作川の水利用率の推移
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・矢作川の水は多目的に利用され、その利用率は平均して４０％を超え、年々増加傾

向にある。時には河川維持流量も確保されず、明治用水頭首工下流で水枯れ状態に

なることがある。（データは矢作川研究所の年報より引用） 

※河川利用率は、矢作
川の総利水量を、明治
用水頭首工河川流量＋
上流の取水量で除した
もの 

「矢作川」（国土交通省中部地方整備局豊橋河川事務所発行）より引用

明治用水頭首工

・利水の状況（平成１４年度）                     農業用水 ５３％（２億５，５００万ｍ３） 
            総水利量（４億８，１００万ｍ３）   工業用水 ２７％（１億３，０００万ｍ３） 

                         水道用水 ２０％（   ９，６００万ｍ３） 
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○渇水の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※矢作川流域は、利水関係者による「矢作川水利調整会議」が機能し、渇水時でも

上水道の断水だけは避けるよう調整がなされている。 
 
○東海豪雨（恵南豪雨、平成１２年）の教訓 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○矢作川流域の森林の状況（人工林の間伐が大きな課題） 
 
 
 
 
 
 
 
 

大渇水 

→「矢作川」（国土交通省中部地方整備局

豊橋河川事務所発行）より引用 

沢抜けした上流部の森林 豊田市の中心部も水没寸前 

平成17年も大渇水寸前だった

上流の人工林率は６割を越える 間伐が遅れた暗い森が多い 沢抜けした手遅れ林 
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４．矢作川における流域連携の取組み 
  
 
 

矢作川流域では、昭和４０年代に「流域」を視座においた官民の運動が始まり、現

在も流域内の開発調整、上下流交流活動、森林保全事業等が活発で、全国的なモデル

になっている。その共通思想は「流域はひとつ、運命共同体」という“合言葉”に象

徴されており、第３次全国総合開発計画の「流域定住圏構想」のモデルともなった。 
 
①矢作川沿岸水質保全対策協議会（矢水協） 
 １９６０年代の高度経済成長期、山砂や陶土を洗った

汚水や工場廃水により矢作川の水質は著しく悪化。昭和

４４年、被害を受けた漁民や農民が集まってこの協議会

を組織し、事業者や行政への抗議と監視活動を開始。そ

の成果が実って矢作川に清流が戻った。 
そしてこの運動が広く認められ、流域での開発行為に

ついては事前にこの協議会の同意を得るルールが定着。このルールは「矢作川方式」

と呼ばれ、民間主導による流域管理方式のひとつとして全国的に高い評価を得ている。

平成１０年度、第１回「日本水大賞」にてグランプリを受賞。 
 
②財団法人 矢作川水源基金  
 矢作川流域の水源林対策、水源地対策、上下流交流を

進める基金。昭和５３年に県、市町村、中部電力などの

出捐により発足し、その後昭和５６年に国も出捐。基本

財産は約６億円。基金の果実と県、流域の市町村の負担

金で水源林対策事業（森林整備に対する助成）を実施。

このほか上下流交流事業を毎年開催。 
 
③“矢作川の小さな見張り番”１万日を超える水質調査 
 豊田市の西広瀬小学校は、矢作

川の水質悪化が顕著になった昭和

５１年７月から川の水質調査を始

めた。この調査は、学校前の矢作

川とその支流、合計３か所の水を

取り、学校で水の濁り具合を透視

度計で計測するもので、開始以来

２世代にわたり引き継がれ、今も１日も欠かさず行われており、測定日数は一昨年、

連続１万日を超えた。この活動は「矢作川の小さな見張り番」として各方面で紹介さ

れ、数々の賞も受賞している。 
 

流域はひとつ、運命共同体 

上流の水源林整備を流域で支える 

体を張った監視活動で清流を取り戻す 
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④財団法人 矢作川流域振興交流機構（矢流振） 
平成３年、県外を含む矢作川流域の全２８市町村と明治用水土地改良区が出捐し発

足。「流域はひとつ、運命共同体」を柱とする相互扶助の精神に基づいて、流域の振興・

発展を目的に、上下流交流活動、調査研究事業等を実施。この財団の前身は「（財）矢

作川流域開発研究会」で、昭和４６年に設立された。合言葉はこの研究会が提唱。 
 

これらの取り組みのほか、明治用水土地改良区は、明治・大正時代に上流地域で森

林の取得を行い、現在も約５２０ha の水源林を管理している。 
また、愛知県安城市と長野県根羽村は平成３年、森林法

に基づく森林整備協定（全国第１号）を締結し、国有林約

４８ha を買い取り共同で管理している。 
一方、国土交通省は、平成９年改正の河川法に基づき、

矢作川に関する「河川整備計画」策定のため、「矢作川流域

委員会」を平成１５年に設置し審議している。 
 
 

５．豊田市の取組み 
 
①水道水源保全基金・水道水源保全事業、美しい水源の森づくり事業 
 豊田市の上水道は、水源（原水）の約７８％を矢作川の水に依存している。この水

道の水源となる上流の森林保全に充てることを目的に、平成６年、水道料金に１ｍ３

（１トン）当り１円を上乗せし、これを原資とする「豊田市水道水源保全基金」を全

国で初めて設けた。さらに平成１２年度から、この資金を使って人工林の間伐を行う

「豊田市水道水源保全事業」を行っている。 
 基金の残高は約３億７千万円（平成１７年７月現在）。

また１トン１円で集まる資金は約 4,300 万円で、この

うち約 2,800 万円を水道水源保全事業（間伐、測量等）

に充てている。間伐面積は年間約 100ha で、平成１６

年度までの５年間に 475ha の間伐を実施した。 
 また合併した旧足助町でも水道使用量に比例した資

金（１トン１円）で簡易水道水源地の森林の整備を行

う「美しい水源の森づくり事業」を行っている（合併に伴い、豊田市の制度に移行予定）。 
 
②矢作川研究所 

「ひとつの川に、ひとつの研究所」という目標から、平

成６年、豊田市、矢作川漁協、枝下用水土地改良区が出資

して第３セクターで「豊田市矢作川研究所」を設立。現在

は豊田市役所の１部門として、矢作川と流域の森林を対象

に、動植物の調査はもとより、河川環境、水源林、川の文

化など多方面の調査、研究、広報活動を行っている。 

矢作川流域委員会 

水道水源保全事業で間伐した水源保全林 
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③多自然型河川工法と河川愛護活動 
 豊田市は、生物の生息環境を含む自然環境に配慮した川づくり（多自然型河川工法）

を全国でいち早く取り入れている。平成３年完成した「矢作川水制工」を始め、太田

川などいくつかの河川で採用している。水制工で改修した

矢作川河畔はすばらしい公園（古鼡(ふっそ)水辺公園）と

して市民の憩いの場になっている。 
またこの公園で始まった河川愛護の市民活動は、その後

大きな広がりを見せ、現在１１団体が矢作川の河川愛護活

動に汗を流している。 
なお、古鼡水辺公園は「矢作川

筏（いかだ）下り大会」のスター

ト地点にもなっている。毎年５月

に開催される筏下り大会には全国

から７０隻を超える参加がある。 
 
④川会議、川宣言、矢作川学校、「川の日」ワークショップ 

平成１３年５月、古鼡水辺公園で、愛護団体や行政・民間の川を愛する１２団体が、

情報の共有や活動の連携を目的として、第１回「矢作川『川会議』」を開催した。川会

議では毎年５月の第２土曜日を「矢作川の日」とするなど１０項目からなる「川宣言」

を行い、以後、毎年会議を開催している。 
そしてこの年、川会議実行委員会は、東京で行われた「第

４回『川の日』ワークショップ」に初参加し、その活動が

認められ、いきなりグランプリを受賞。この縁で、第８回

「川の日」ワークショップは、今年、古鼡水辺公園などを

会場に豊田市で開催された（写真）。 
また、平成１４年の「矢作川の日」に、矢作川研究所や河川愛護団体がメンバーと

なって「矢作川学校」を開校。子供たちに川のよさ、怖さ、文化、里山の自然などを

伝えることを目的に、講師派遣、魚つり教室などの活動を始めている。 
  
⑤森林ボランティアの活躍と森林の健康診断 
 豊田市は(財)オイスカと共同で「とよたオイスカ森林塾」を開

き森林ボランティアを育成している。受講生は自主的に森林ボラ

ンティアグループを次々と結成。さらに既存のグループと連携し

「矢作川水系森林ボランティア協議会」を平成１６年１月立ち上

げ、素人山主との「交流、学習」で上流の森林整備を進めている。 
さらに今年６月、協議会は森林関係の研究者と連携して「森林

（もり）の健康診断」を実施した。この「森林の健康診断」は、

豊田市内の人工林約１４０か所の健全さ（本数、下層植生等）を

調査するもので、約１５０人の市民ボランティアと協議会のメン

バー、研究者ら約５０人が参加した。今後１０年間続ける予定。 

河川愛護活動 
矢作川筏下り大会 

太田川 

第８回「川の日」ワークショップ 
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⑥矢作川水源の森・間伐材利用プロジェクト 
人工林の間伐で水源の森を健全に保つことの大切さ

を多くの方に知ってもらうとともに、矢作川流域の間

伐材の利用を一層進めるために、矢作川流域の間伐材

でベンチ、テーブルセットを作り「愛・地球博」会場

と鉄道駅に計約２３０基を設置した。 
デザインは全国から広く公募し、地元の森林組合、

木工所で加工。森林ボランティアが間伐した材も利用している。組立ては多くの市民

参加イベントで実施した。万博閉幕後は、組立て参加者に戻す予定。 
 
 

６．豊田市の森林政策 
 平成１７年４月、豊田市は上

流の６町村と合併し、市域の約

７割、６３，０００ha が森林と

いう都市になった。豊田市より

上流にある矢作川流域の森林の

６割を占める。この森林の半分

以上がスギやヒノキの人工林で、

全国的な傾向と同様、間伐の遅

れが大きな問題となっている。 
 東海豪雨の教訓、上水道の水

源依存等を考え合わせると上流

の森林の保全は、豊田市のまち

づくりにとって最重要課題のひとつである。この課題に対応するために、豊田市は合

併に併せ、新たに森林課を創設するとともに、事務所も森林地域に置いた。そして次

のような施策に取り組んでいくことにしている。 
 
○豊田市の森林政策の当面の方向（主なもの） 
 ①「森林保全・活用条例」の制定（１８年度予定） 
   森林を保全・活用していくための基本的な姿勢、考え方を規定 

②「森づくり百年計画」の策定（１７～１８年度） 
   長期的な視点で森林を保全・活用していくための市の施策を整理、規定 

③「とよた森づくり委員会」の設置（１７年度） 
   学識者、森林関係者、市民等で構成し、条例・長期計画を審議、提言 

④「とよた森林学校」の開設（１８年度） 
   森林整備マンパワーの育成と市民に対する森林教育の場。定年退職者も視野 

⑤「水道水源保全事業」の発展的検討（１７～１８年度） 
   対象地が合併で同じ市内になったことから、事業内容等について発展的に検討 
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平成 17 年 8 月 豊田市森林課作成

愛・地球博に設置した間伐材ベンチ 


